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研究成果の概要（和文）：初めて見るものが初めてだと分かるのは、新奇性を検出できているからなのか、それとも親
近性が極めて弱いことからくるのかを、その確信度判断と脳活動の相関を検討することで明らかにする研究を行った。
顔の再認課題において、機能的磁気共鳴画像法(fMRI)による脳活動と確信度及び反応時間から、新奇性に対する処理が
親近性による処理とは分離できる可能性が示された。初めて会った人に対する感覚は、記憶による判断とは異なり、生
来備わっている機能であることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：Neural correlates of confident novelty judgments were examined using functional MR
I. In the face recognition study, confident novelty processing associated with faster responses in the rig
ht amygdala and midbrain periaqueductal gray were revealed compared to unsure novelty responses. A subcort
ical innate alarm system might be associated with novelty signals.    
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１．研究開始当初の背景 
記憶は想起して初めて学習できていたのか
が分かるもので、動物であれば客観的な行動
を指標とするが(e.g., Hashimoto & Watanabe, 
2005)、ヒトは想起において、その確からし
さを報告することもできる。確信度の正確さ
(Loftus, 1979)や反応時間と確信度との関係
（Koriat, 1993)について等は調べられては
いるが、これまでの確信度研究は正再認につ
いてであり、見たことがない、聞いたことが
ないという判断に焦点あてた研究は少なか
った。 
 
２．研究の目的 
初めて見るものが初めてだと分かるのは、新
奇性を検出できているからなのか、それとも
親近性が極めて弱いことからくるのかを、そ
の確信度判断と脳活動の相関を検討するこ
とで明らかにする。学習後の再認時に、新奇
刺激を圧倒的に多く呈示し、新奇性を基準に
判断をする認知的構を形成させることで、再
認判断時に新奇性処理が親近性処理と分離
できるかを、確信度判断、反応時間、そして
機能的磁気共鳴画像法（fMRI）を用いて明ら
かにすることを目的とした。 
 記憶の確信度のようなメタ認知判断はヒ
ューリスティックを用いて行われることが
明らかにされており（Metcalfe et al., 1993）、
新奇性判断の障害について健忘症患者から
の示唆(Metcalfe, 1993)が得られてはいるも
のの、健常者における新奇性判断の脳内メカ
ニズムを検討した研究は少ない。また、繰り
返し呈示された刺激と比較して、１度しか呈
示されていない刺激の新奇性が再認判断に
優位である（Tulving & Kroll, 1995)とされ
ているが、それは低頻度語が高頻度語よりも
目立つということと同じで、刺激は NEW では
ない。 
 誤想起つまり Missに関する研究は多いが、
Correct Rejection(CR)に関する研究は少な
い。本研究では、正しく「なかった」と判断
できるのは、刺激の新奇性を検出できている
からであると仮定し、その神経基盤を明らか
にすることで、CR に特有の処理があることを
検討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. NEW と OLD に対する反応の分離 
 
 
 
 

 信号検出モデルは OLDに対する正規分布と
NEW に対する正規分布をあわせたものから成
っているが、本研究は NEW に対する処理の独
立性を検討するものであり(図 1）、再認記憶
研究において独創的であると言える。再認判
断において新奇性が独立した処理であるこ
とが解明されれば、実験室場面だけでなく、
日常記憶場面、たとえば目撃証言などにおい
ても、新たな視点をもたらすことが期待でき
た。 
 
３．研究の方法 
参加者 ２６名の日本人が参加した（平均年
齢２２．３歳、男性 7 名、女性１９名）。２
名の参加者のデータは、再認成績が６割に満
たなかったために除外した。残りの２４名を
無作為に１：９群と５：５群の２群に分けた。
実験はヘルシンキ宣言に従い、慶應義塾大学
文学部倫理委員会に承認され、参加者の同意
を得て行った。 
刺激  ９６枚の外国人の顔写真を用いた。
写真の毛髪を隠し、年齢、魅力度、弁別性を
統制した。 
手続き 偶発学習を MRIスキャナー内で行っ
た。４０枚の顔写真（男性２０、女性２０枚）
がそれぞれ３回、各５秒間呈示された。顔写
真の呈示直前に「年齢」、「魅力度」、「弁別性」
と１秒間呈示された。参加者は４つのボタン
を用いて、顔の年齢、魅力度、弁別性につい
て、とても高いからとても低いの４段階の判
断を行った。試行間間隔は１秒で、参加者は
刺激呈示から試行間間隔の６秒以内にでき
るだけ正確にかつ早く判断することを求め
ら れ た 。 刺 激 制 御 と 反 応 記 録 に は
E-prime(Psychology Software Tools, Inc., 
Pittsburgh, PA)を用いた。 
 学習直後に再認テストを行い、同時に fMRI
撮像を行った。４０枚の顔写真が各１秒呈示
され、試行間間隔は８～１０秒であった。
１：９群では学習時に呈示された顔が４枚、
新奇顔が３６枚呈示され、５：５群では学習
時に呈示された顔が２０枚と新奇顔が２０
枚呈示された。参加者は顔に対して、確かに
あった(SureOLD)、多分あった(old)、多分な
かった(new)、確かになかった(SureNEW)の４
択で再認判断を行った。 
 ３T の MRI（Siemens, Trio）をもちいて各
被験者の脳構造画像と event-relatedデザイ
ンで課題時の機能画像を撮像した。データ解
析には SPM8 を用い、random effect 解析をお
こなった。 
 
４．研究成果 
親近性に基づく判断を訓練する群の再認確
信度判断に対応する脳内メカニズムと、新奇
性判断のメカニズムと違いを検討した。 
 確信度判断に関して、実験群の平均判断数
は、SureNEW 11.58, new 14.50, old 9.08, 
SureOLD 4.67 であった。統制群では同様に、
8.42, 12.67, 10.33, 8.42 であった。群間に



有意差はなかったが、new が最も多かった。
平均反応時間(ms)は、実験群では SureNEW 
1116, new 1935, old 1887, SureOLD 1023 で
あった。統制群では同様に、1382, 1986, 1908, 
1073 であった。両群において高確信度判断
(SureNEW, SureOLD)が低確信度（new, old)
より有意に早かった。 
 再認成績は、平均反応率は実験群では、Hit
（正再認） 1.00, CR （正棄却）0.72, FA（誤
棄却） 0.28, Miss（誤再認） 0.00 であった。
正答率は 0.75 であった。統制群では、Hit 
0.85, CR 0.80, FA 0.20, Miss 0.15 で、正
答率は 0.81 であった。群間の正答率に有意
差はなかった。 
 平均反応時間(ms)は実験群では、Hit 1135, 
CR 1601, FA 1735, Miss - であった。統制
群では、Hit 1335, CR 1738, FA 2115, Miss 
1777 であった。 
 それらの行動成績と脳機能機能画像デー
タから、素早く、高い確信度判断に関わる神
経基盤と、比較的判断が遅く低い確信度の神
経基盤には乖離があることを見出した。右扁
桃体 (amygdala) と中脳水道周囲灰白質
(periaquaductal gray, PAG)が、高確信度の
早い新奇性判断に関わっていた（図 2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2. より早い高確信度の新奇性判断と関
わる脳部位 
 
扁桃体はネガティブな情動や注意を払うべ
き刺激に強い応答を示すことが知られてお
り、中脳水道周囲灰白質は生存に関わるよう
な信号、身体からの情報の処理に関わること
が示唆されている。新奇顔は部外者であり、
危険な存在である可能性があるため、これを
素早く検出するためのメカニズムが働くの
かもしれない。 
 また、高確信度の早い再認判断に関わって
いたのは左海馬であり（図 3）、新奇性判断と
関わる脳部位との乖離があった。 
 さらに群間の比較において、より早い高い
確信度の新奇性判断と中脳水道周囲灰白質
が、高確信度の早い再認判断と左前頭頭頂皮
質に関わりがあることが明らかになった（図
4）。 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3. より早い高い確信度の再認判断に関
わる脳部位 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4. 群間比較による、より早い高確信度の
新奇性判断とより早い高い確信度の再認判
断に関わる脳部位 
 
 一般的な再認記憶課題では、学習した刺激
が多いため、学習済みとそれ以外という判断
基準になるが、本研究の新奇刺激を多く呈示 
する再認課題により、新奇性に基づく判断を
惹起することができたと考えられた。その新
奇性判断に関わる神経メカニズムは生得的
な自己防衛のためのものである可能性があ
り、再認課題においても記憶に依らない判断
の基盤として利用されているのかもしれな
い。 
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